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若手保健体育教員の悩みとその支援に関する研究 
―新規採用から6年以下の中学校保健体育教員に着目して―

澤　豊治（2022年度修了）

1　問題の所在と研究の目的

　文科省公立学校教職員の人事行政調査（2021）による

と精神疾患による病気休職者は5,180人。中・高の保健

体育教員（以下，体育教員と略す）も若年での精神疾患

者や退職者は筆者の周りでも毎年見られる。また，辞め

てしまうまではいかずとも授業が成立せず，自らの描い

た体育教員像と新採指導教員や保健体育科の先輩教員が

求める教員像との違いから悩み，苦しんでいる若い体育

教員を現在も数多く見ている。しかし，一方で授業では，

生徒を意のままに動かし従順な生徒にさせ，部活動を強

くすることこそが体育教員として力量のある証だと考え

る体育教員も存在する。

　このような体育教員の置かれた立場の背景には，体育

教員の多くが部活動への熱心な指導とそこで成果を上げ

ることや，学校全体や学年の集団指導において生徒指導

や生徒管理を任されることを体育科固有の職務や資質と

考えている傾向があるのではないか。教師研究や体育科

教育学研究において若手教員の悩みを巡る研究は存在す

るが，中学校の若手体育教員固有のリアルな問題に切り

込んだ研究は管見の限り見当たらない。筆者は，なぜ保

健体育科の教員だけがこのような状況に位置付けられる

のか，また，若手体育教員は自らのアイデンティティー

を何と考え，そのためにはどのような資質を身につけな

くてはならないと考えているのか，そして本来体育教員

が持つべき資質を身につけていくための支援のあり方は

いかなるものかに強い問題意識を持っている。しかしな

がら，現実には多様な属性を持つ若手教員が存在し，そ

れに応じた問題の悩みを整理し，実態を捉えなければ真

に有効な支援はできないであろう。

　そこで本研究は，新規採用から6年以下の多様な属性

を持つ若手体育教員の悩みや課題意識の特徴を明らかに

することと同時そのリアルな実態把握から彼らに対して

の有効な支援のあり方を明らかにすることを目的とする。

2　研究方法

1）アンケート調査の実施

　中学校若手体育教員が抱える悩みと課題意識を探る

ため，A県全中学校96校にアンケート調査を依頼し，

内44校57名から回答を得た。研究対象は新規採用から

6年目以下の中学校保健体育教員とし，その属性を15種

類に分類した。

2）インタビュー調査並びに授業観察

　アンケート回答者の中から経験年数と教育研究サーク

ル所属の有無を中心に被験者を抽出し，半構造的インタ

ビューと授業観察を実施した。
＊	当該の調査研究は，愛知県立大学研究倫理審査委員会の承認
を得ている（令和4年10月13日，承認番号：2022―036）。

3　総合考察

　本研究の考察をまとめると，若手体育教員の悩みや課

題意識の特徴については以下の点が明らかになった。

　若手体育教員が中学校教員として一番重要と考えてい

るのが，教科指導と生徒指導領域であることが明らかに
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なった。また，その悩みや課題の中心は，①教科指導，

②生徒指導，③体育教員としてのアイデンティティ，④

部活指導，であることが明らかになった。たとえば教科

指導では，若手前半は主に授業における生徒管理が重要

だと考えており，若手後半は教科内容や教科指導方法が

重要だと考えている。同時に，いずれの属性の者も生徒

指導を体育教員の大きな任務だと考えている。部活動に

ついては，体育教員だということだけで未経験の部活を

持たされたり，外部コーチや先輩顧問との人間関係に悩

んでいる実態が明らかになった。さらに，悩みや課題意

識は属性により違うことや，若手前半と後半では求める

資質や力量の違いも明らかになった。たとえば，教科指

導や生徒指導についての悩みや先輩教員から注意を受け

た者の数は，教育研究会に所属している者が非所属の者

より多い結果が出ている。これは，教育研究会非所属

の者は生徒指導，生徒管理を教科指導の目的と考え，体

育教員としてのアイデンティティーをそこに求める傾向

があるためと考えられ，教育研究会所属者や教育困難校

経験者は，教科指導に自らの体育教員としてのアイデン

ティティー見いだそうとしていることが伺えた。

　さらに，若手体育教の悩みや課題意識に応じた支援に

ついては以下の点が明らかになった。若手体育教員の力

量形成のための支援のあり方として，若手前半において

は，学級経営に関する諸課題を中心に支援が必要であり，

これらは学校現場において恒常的，日常的に行われるこ

とが重要である。授業場面においては生徒管理の手法や

単元の指導バリエーションをできる限り指導現場を通し

て見聞すること，自らの不安や心配事を気軽に質問した

り，方法を尋ねることができる支援体制が必要である。

　若手後半になると体育教員は，授業中や学級の生徒一

人ひとりの特性や課題を把握し，授業や学級の管理には

一定の自信が持てるようになってくる。反面「これでよ

いのか」と体育教員としての意味や自らのあり様を問い

直し始める時期でもある。そのための支援として，先ず

は同年代の教員や，他の体育教員と「学校における保健

体育の存立根拠と学校における体育教員のあり方」につ

いて討論したり，優れた実践家の教育観や教科観あるい

は生徒観や教材観といったものの見方や考え方に触れる

機会が必要と考える。その上で自らの体育教員としての

信念に立脚した授業実践を公開し，相互批評できるよう

な研修体制が望まれる。

　また，支援の大きな柱として，学校における生徒指導

や生徒管理を安易に体育教員に求めない，部活動におい

ては保健体育科の教員だからきちんと指導できて強くす

るという過剰な負担をかけないような学校風土を確立す

ることが求められよう。

　しかし，本研究で明らかになった支援を現在の学校現

場で行うことは容易ではない。だが，本研究で導出され

た成果に基づいて体育教員育成や支援を模索していくこ

とが重要であり，その実現のための障害となる課題をよ

り明確にし，学校現場に即した具体的な手立てを提起す

ることが今後の筆者に課せられた研究課題であると自覚

したい。
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